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町 章 

日
高
町
民
憲
章 

 一
恵
ま
れ
た
自
然
を
大
切
に
し 

　
快
適
で
住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
歴
史
と
伝
統
を
愛
し 

　
心
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み 

　
健
康
で
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
知
恵
を
出
し
　
汗
を
流
し 

　
活
力
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
故
郷
に
誇
り
を
も
ち
　
ふ
れ
あ
い
を 

　
大
切
に
す
る
町
を
つ
く
り
ま
す 

人
が
町
を
つ
く
り 

 

町
が
人
を
つ
く
る 

日高町の頭文字『ひ』を図 
案化したもので、円形は住 
民の融和と団結を表し、上 
部の翼は町の飛躍、発展を 

象徴しています。 
 

2004年9月号 

［第128号］ 

 人　口  　7,594人 

　男　  　 3,631人 

　女  　　 3,963人 

世帯数  　 2,522戸 

編集発行 日高町役場 

 　 0738-63-2051㈹ 

平成16年 7月31日現在 

平成１６年は、町制施行５０周年です。平成１６年は、町制施行５０周年です。平成１６年は、町制施行５０周年です。平成１６年は、町制施行５０周年です。
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平
成　

年
は
、
町
制
施
行　

周

１６

５０

年
の
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。

　

昭
和　

年　

月
１
日
に
旧
内
原

２９

１０

村
・
旧
志
賀
村
・
旧
比
井
崎
村
の

三
村
合
併
で
人
口
九
千
百
四
十
二

名
、
世
帯
数
千
八
百
七
十
世
帯
で

前
途
洋
々
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

先
人
の
英
知
と
町
民
の
た
ゆ
み
な

い
努
力
に
よ
り
築
か
れ
た
尊
い
遺

産
と
恵
ま
れ
た
自
然
を
生
か
し
た

活
力
あ
る
郷
土
づ
く
り
を
目
指
し

て
着
実
に
発
展
へ
の
道
を
歩
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
言
で　

年
と
申
し

５０

ま
し
て
も
、
伊
勢
湾
台
風
・
第
二

室
戸
台
風
な
ど
の
大
き
な
災
害
に

も
見
舞
わ
れ
る
な
ど
幾
多
の
試
練

が
あ
り
決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の　

周
年
と
い
う
記
念
す
べ

５０

き
節
目
の
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

こ
と
は
、
町
民
皆
様
が
た
を
は
じ

め
町
政
発
展
の
た
め
ご
尽
力
く
だ

さ
い
ま
し
た
関
係
各
位
の
皆
様
の

ご
支
援
と
ご
協
力
の
賜
で
あ
る
と

深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

町
制
施
行　

周
年
に
は
、
新
庁

１０

舎
で
の
記
念
式
典
、　

周
年
に
は

２０

第
１
回
町
民
運
動
会
、　

周
年
に

３０

は
町
の
木
「
あ
こ
う
」、
町
の
花

「
萩
」
を
制
定
、　

周
年
に
は
町

４０

民
憲
章
の
制
定
と
町
民
運
動
会
を

開
催
す
る
な
ど
各
節
目
の
年
に
は
、

町
を
挙
げ
て
お
祝
い
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
　

周
年
を
迎
え
る
本
年
は
、
記

５０
念
式
典
や
行
事
を
開
催
し
、
町
民

皆
様
と
と
も
に
お
祝
い
す
る
の
が

本
意
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
直
面

す
る
合
併
問
題
や
、
行
財
政
等
を

考
慮
し
、
記
念
講
演
と　

周
年
冊

５０

子
の
制
作
に
留
め
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、　

月　

日
（
日
）

１１

２１

午
後
１
時　

分
よ
り
農
村
環
境
改

３０

善
セ
ン
タ
ー
で
タ
レ
ン
ト
の
西
川

き
よ
し
さ
ん
を
迎
え
て
開
催
す
る

予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

西
川
き
よ
し
さ
ん
は
、
故
横
山

や
す
し
さ
ん
と
組
ん
だ
漫
才
コ
ン

ビ
「
や
す
し
・
き
よ
し
」
の
し
ゃ

べ
く
り
漫
才
で
、
漫
才
界
に
お
い

て
不
動
の
地
位
を
確
立
さ
れ
ま
し

た
。
上
方
漫
才
大
賞
新
人
賞
、
大

賞
な
ど
数
多
く
の
賞
を
受
賞
し
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
昭
和　

年
７
月
に
参
議

６１

院
選
の
大
阪
選
挙
区
に
「
老
人
福

祉
の
充
実
」
を
公
約
に
掲
げ
て
出

馬
し
見
事
初
当
選
さ
れ
、
参
議
院

議
員
を
三
期
務
め
、
本
年
政
界
を

引
退
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
福
祉
は
わ
が
家
か

ら
」
と
題
し
て
、
講
演
し
て
い
た

だ
く
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
冊
子
に
つ
い
て
は
、
内

原
、
志
賀
、
比
井
崎
の
三
村
が
合

併
し
た
昭
和　

年
か
ら
今
日
ま
で

２９

の
日
高
町
の
歩
み
を
ま
と
め
た
も

の
で
、　

周
年
を
迎
え
る
本
年　

５０

１０

月
に
町
民
の
皆
様
に
配
布
い
た
し

た
く
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

周
年
を
契
機
に
、
よ
り
一
層

５０
皆
様
方
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

魅
力
あ
ふ
れ
る
明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
が
た
の

ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
祈
念
し
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

内原小学校前でのあいさつ運動

日日日日日日日日日日
高高高高高高高高高高
町町町町町町町町町町
施施施施施施施施施施
行行行行行行行行行行

周周周周周周周周周周
年年年年年年年年年年
記記記記記記記記記記
念念念念念念念念念念
事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業
にににににににににに
つつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいい
てててててててててて

日
高
町
施
行　

周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

５５５５５５５５５５００００００００００５０

　日高町人づくりまちづくり推進会では、あいさ

つ運動を推進しています。

　明るく元気なあいさつは、しても、されても、

気持ちのよいものです。あいさつをしましょう！
　　

「家族みんなでさわやかに」
「まちで出会った人々に」
「学校で友だちや先生に」
「職場のみんなで気持ちよく」
　　

　人と人の心をつなぐ架け橋となるあいさつをみ

んなで広めていきませんか。
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全国一斉司法書士

無料法律相談実施のお知らせ
　　　

  １０月１日（法の日）～１０月７日まで  
　　　

　法の日週間にちなみ、司法書士の各事務所で登

記・供託・訴訟等の相談に無料で応じます。

　なお、１０月１日は、下記特設法律相談所におい

て相談に応じます。
   

＜特設法律相談所の開設＞

・日　時：１０月１日�午前１０時～午後３時まで

・場　所：御坊市役所北側、職業訓練センター２Ｆ
    

＜お問い合わせ先＞

・和歌山県司法書士会御坊支部まで

　　代表　�２３－３５７０
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本
年　

月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

１０

す
る
日
高
町
個
人
情
報
保
護
制
度

の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　

情
報
化
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術

が
進
展
し
て
い
る
現
在
の
社
会
に

お
い
て
、
私
た
ち
は
情
報
量
の
増

大
に
よ
る
利
便
の
向
上
と
い
う
恩

恵
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
一
方
で

自
ら
の
情
報
が
知
ら
な
い
間
に
取

得
、
利
用
さ
れ
た
り
、
予
期
せ
ぬ

形
で
利
用
、
提
供
さ
れ
る
な
ど
、

不
適
切
に
個
人
情
報
が
取
り
扱
わ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
不

安
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
町
民
の
皆
さ
ん
の
不

安
感
を
解
消
す
る
た
め
、
町
行
政

の
中
で
の
個
人
情
報
の
取
扱
い
に

関
す
る
必
要
な
事
項
、
個
人
情
報

の
開
示
、
訂
正
及
び
利
用
停
止
を

請
求
す
る
権
利
に
つ
い
て
定
め
、

個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
し
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
町
政

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
を
は

じ
め
、
家
族
状
況
、
職
業
、
資
産

状
況
、
個
人
の
健
康
状
態
な
ど
個

人
に
関
す
る
情
報
で
、
特
定
の
個

人
が
分
か
る
情
報
を
い
い
ま
す
。

文
書
に
な
っ
て
い
る
も
の
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
等
に
記
録
さ
れ
て
い
る

も
の
な
ど
す
べ
て
が
対
象
で
す
。

　

町
長
（
水
道
事
業
管
理
者
と
し

て
の
町
長
を
含
む
）、教
育
委
員
会
、

選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
、

農
業
委
員
会
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
、
議
会
で
す
。

　

す
べ
て
の
人
が
、
実
施
機
関
の

保
有
す
る
自
分
の
個
人
情
報
を
開

示
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
未
成
年
者
や
成
年
被
後

見
人
の
法
定
代
理
人
は
、
本
人
に

代
わ
っ
て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

個
人
情
報
は
開
示
す
る
こ
と
が

原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

次
の
よ
う
な
情
報
が
記
録
さ
れ
て

い
る
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
開

示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

〈
法
令
秘
情
報
〉

　
　

法
令
等
で
開
示
す
る
こ
と
が

　

で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
情
報

〈
開
示
請
求
者
以
外
の
情
報
〉

　
　

開
示
請
求
者
以
外
の
者
の
個

　

人
情
報
を
含
む
情
報
で
あ
っ
て

　

開
示
す
る
こ
と
で
正
当
な
利
益

　

を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

〈
個
人
の
評
価
に
関
す
る
情
報
〉

　
　

個
人
の
評
価
、
判
断
等
に
関

　

す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
開
示
す

　

る
こ
と
で
著
し
い
支
障
が
生
じ

　

る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

〈
意
思
決
定
に
支
障
が
生
ず
る
情

　

報
〉

　
　

実
施
機
関
、
国
等
の
審
議
等

　

に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
意

　

思
決
定
の
中
立
性
が
不
当
に
損

　

な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

〈
事
務
事
業
執
行
過
程
に
関
す
る

　

情
報
〉

　
　

実
施
機
関
の
事
務
事
業
に
関

　

す
る
情
報
で
、
事
務
事
業
の
適

　

正
な
遂
行
に
支
障
を
及
ぼ
す
お

　

そ
れ
が
あ
る
も
の

〈
未
成
年
者
の
権
利
利
益
を
侵
害

　

す
る
情
報
〉

　
　

法
定
代
理
人
が
開
示
請
求
し

　

た
場
合
に
、
開
示
す
る
こ
と
で

　

本
人
の
権
利
利
益
を
侵
害
す
る

　

お
そ
れ
が
あ
る
情
報

　

個
人
情
報
保
護
制
度
の
窓
口
は
、

総
務
課
に
な
っ
て
い
ま
す
。
開
示

請
求
さ
れ
る
方
は
、「
個
人
情
報
開

示
請
求
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
本
人
で
あ
る
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
（
運
転
免
許
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
等
）
の
提
示
が
必
要
で

す
が
、
印
か
ん
は
不
要
で
す
。

　

訂
正
請
求
及
び
利
用
停
止
請
求

に
つ
い
て
も
、
開
示
請
求
に
準
じ

た
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

　

実
施
機
関
は
、
請
求
の
日
か
ら

　

日
以
内
に
開
示
す
る
か
ど
う
か

１５を
決
め
て
通
知
し
ま
す
。
開
示
す

る
こ
と
に
決
定
し
た
場
合
は
、
指

定
さ
れ
た
開
示
日
時
、
場
所
に
お

越
し
い
た
だ
き
個
人
情
報
を
閲
覧

し
、
必
要
に
応
じ
て
写
し
を
交
付

し
ま
す
。

　

請
求
の
あ
っ
た
個
人
情
報
が
開

示
で
き
な
い
と
き
は
、
決
定
通
知

書
の
中
で
理
由
を
示
し
ま
す
が
、

そ
の
決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、

不
服
申
立
て
が
で
き
ま
す
。
不
服

申
立
て
が
あ
る
と
、
実
施
機
関
は

個
人
情
報
保
護
審
査
会
に
諮
問
し
、

そ
の
答
申
を
尊
重
し
て
開
示
す
る

か
し
な
い
か
を
改
め
て
決
定
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

開
示
請
求
に
係
る
個
人
情
報
の

閲
覧
は
無
料
で
す
。

　

写
し
を
希
望
さ
れ
る
と
き
は
、

コ
ピ
ー
代
の
負
担
が
必
要
で
す
。

た
と
え
ば
、
コ
ピ
ー
に
つ
い
て
は

１
枚
に
つ
き　

円
、
カ
ラ
ー
は
１

２０

０
０
円
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
総
務
課
（
�
�６３
 

２

０
５
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
がががががががががががががががががががががががががががががががが

個
人
情
報
保
護
制
度
が

月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
スススススススススススススススススススススススススススススススス
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

　

月
ス
タ
ー
ト

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１００００００００００００００００００００００００００００００００１０

個
人
情
報
保
護
制
度
の

目
的

個
人
情
報
と
は

個
人
情
報
保
護
制
度
の

対
象
と
な
る
実
施
機
関

開
示
請
求
で
き
る
方

開
示
で
き
な
い
情
報

請
求
の
方
法

開
示
・
非
開
示
の
決
定

決
定
に
不
服
が
あ
る
場
合

開
示
に
係
る
費
用
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９
月　

日
（
火
）
か
ら

２１

　
　

９
月　

日
（
木
）
ま
で
の

３０

　
　
　
　

日
間

１０

　

こ
の
運
動
は
、
町
民
一
人
ひ
と

り
に
交
通
安
全
意
識
を
普
及
し
、

交
通
安
全
思
想
の
高
揚
を
図
る
と

と
も
に
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と

正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習

慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
交
通
事
故

防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
ま
す
。

　

運
動
の
全
国
重
点
事
項
は
、
①

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防

止
対
策
の
推
進　

②
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト　

心
と
身
体
を

　

き
ゅ
っ
と
締
め
！

　

自
動
車
・
自
転
車
等
を
利
用
す

る
方
々
の
利
便
を
図
り
、
通
行
の

安
全
と
駐
車
場
の
需
要
に
応
じ
る

た
め
町
営
駐
車
場
を
設
置
し
、
ご

利
用
頂
い
て
お
り
ま
す
。

★
一
時
的
に
ご
利
用
さ
れ
る
方

（
有
料
）

　

紀
伊
内
原
駅
南
側
に
自
動
車
の

ス
ペ
ー
ス
を
２
台
分
確
保
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
単
車
・
自
転
車
に

つ
い
て
も
一
時
預
か
り
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
利
用
の
お
客
様
は
、
衣
奈
屋

商
店
（
�
�６３
 

２
０
７
８
）
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。  

★
定
期
的
に
ご
利
用
さ
れ
る
方

（
有
料
）

　

駐
車
場
は
、
駅
周
辺
の
利
用
を

希
望
さ
れ
る
方
が
多
い
た
め
、
１

年
を
前
期
（
４
月
〜
９
月
）
後
期

（　

月
〜
３
月
）
に
分
け
、
そ
の

１０都
度
申
請
及
び
抽
選
を
行
い
ま
す
。

申
請
さ
れ
る
方
は
総
務
課
ま
た
は

衣
奈
屋
商
店
に
備
え
て
あ
る
利
用

申
請
書
に
ご
記
入
の
う
え
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
こ
の
申
請
時

期
以
外
で
も
随
時
受
付
は
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
総
務
課
（
�
�６３
 

２
０

５
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

緑
の
募
金
を
今
年
４
月
に
各
地

区
に
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
合
計

　

万
２
、０
７
０
円
が
集
め
ら
れ
、

６１財
団
法
人
和
歌
山
県
緑
化
推
進
会

へ
振
り
込
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
募
金
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
に
よ
る

山
づ
く
り
や
里
山
保
全
活
動
、
地

域
の
緑
化
、
学
校
の
緑
化
、
国
際

緑
化
等
に
有
効
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
産
業
課
（
�
�６３
 

３

８
０
６
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 
・
就
職
や
退
職
し
た
時
は

　
　

必
ず
届
出
を
し
ま
し
ょ
う

　

手
続
き
を
し
な
い
で
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
年
金
が
受
け
ら

れ
な
く
な
っ
た
り
、
減
額
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
民

年
金
保
険
料
は
、
毎
月
、
忘
れ
ず

に
納
め
て
い
ま
す
か
？　

納
付
が

遅
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
保
険
料
納
付
は
便
利
な

　
　

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す

　

口
座
振
替
な
ら
、
あ
な
た
の
指

定
し
た
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き

落
と
さ
れ
ま
す
。
金
融
機
関
や
郵

便
局
の
窓
口
ま
で
納
め
に
い
か
な

く
て
す
む
の
で
大
変
便
利
で
す
。

ま
た
、
納
め
忘
れ
も
防
げ
ま
す
。

　

口
座
振
替
手
続
き
は
、
金
融
機

関
に
納
付
書
、
預
金
通
帳
と
通
帳

の
届
出
印
を
ご
持
参
の
う
え
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

・
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き

　

申
請
免
除
制
度
・
学
生
納
付
特

例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

本
人
の
届
け
出
後
、
審
査
の
よ

り
決
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
所

得
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
国
民
年
金
基
金

　

老
齢
基
礎
年
金
に
上
積
み
し
て

年
金
を
受
け
取
る
制
度
で
す
。
国

民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
て
い
る

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
が
加
入

２０

６０

で
き
る
年
金
で
す
。

　

ま
た
、
納
め
た
保
険
料
は
、
全

額
が
所
得
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
和
歌
山
県
国
民
年

金
基
金
（
�
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０

１
２
０
・
６
５
・
４
１
９
２
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

料金（円）駐　車　時　間区　分

2001 時間まで

普 通 自 動 車
1001 時間を超え、1時間増すごとに

1,52013 時間を超える時

5,0901 か月定期

1001 日 1回につき自 動 2 輪 車
原動機付自転車 1,2201 か月定期

501 日 1回につき
自 転 車

6101 か月定期

交 通 安 全 教 室

日
高
町
営
駐
車
場
利
用

に
つ
い
て

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

緑
の
募
金
の
お
礼

国

民

年

金
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児
童
扶
養
手
当
は
、
母
子
家
庭

や
父
が
一
定
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
家
庭
に
、
お
子
さ
ん
が　

歳
に

１８

達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月　
３１

日
（
一
定
の
障
害
の
あ
る
場
合
は

　

歳
未
満
）
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

２０
　

手
当
の
額
は
、
申
請
者
・
生
計

同
一
の
扶
養
義
務
者
の
所
得
に
よ

る
制
限
が
あ
り
ま
す
。
子
一
人
で

全
部
支
給
の
場
合
は
、
月
額
４
１
、

８
８
０
円
、
一
部
支
給
の
月
額
は
、

９
、８
８
０
円
か
ら
４
１
、８
７
０

円
の
範
囲
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
公
的
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
な
ど
手
当
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
手
当

の
支
給
要
件
に
該
当
し
た
日
か
ら

５
年
を
経
過
し
た
場
合
は
、
手
当

を
新
規
に
請
求
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
住
民
課
（
�
�６３
 

３

８
０
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

児
童
手
当
制
度
は
、
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
に
手
当
を
支
給
す

る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
に
お
け
る

生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の

健
全
な
育
成
及
び
資
質
の
向
上
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

平
成　

年
４
月
１
日
よ
り
、
児

１６

童
手
当
の
制
度
が
拡
充
さ
れ
、
支

給
対
象
児
童
が
小
学
校
三
年
生
修

了
前
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。
新
た

に
手
当
を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る
方
、

手
当
の
額
が
変
更
と
な
ら
れ
る
方

は
、
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

平
成　

年
９
月　

日
ま
で
に
受
け

１６

３０

付
け
た
も
の
に
限
り
、
平
成　

年
１６

４
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
早
目
に
住
民
課

で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
支
給
対
象

　

小
学
校
三
年
生
修
了
前
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
前
年
の
所
得
が

一
定
額
未
満
の
方
。

◇
支
給
額
（
月
額
）

第
１
子　
　
　
　

５
、
０
０
０
円

第
２
子　
　
　
　

５
、
０
０
０
円

第
３
子
以
降　

１
０
、
０
０
０
円

◇
支
払
時
期

　

原
則
と
し
て
、
毎
年
２
月
、
６

月
、　

月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月

１０

分
ま
で
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

受
給
者
の
年
金
種
別
や
児
童
の

扶
養
義
務
者
に
変
更
が
あ
っ
た
場

合
は
、
す
ぐ
に
住
民
課
で
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
住
民
課
（
�
�６３
 

３
８

０
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、　

歳
２０

未
満
で
心
身
に
一
定
の
障
害
の
あ

る
在
宅
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父

母
等
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

手
当
額
は
、
障
害
の
程
度
に
応

じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
１
級
月
額

５
０
、
９
０
０
円
、
２
級
月
額
３

３
、
９
０
０
円
で
、　

月
、
４
月
、

１２

８
月
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
手
当
は
、
所
得
や
障

害
の
程
度
及
び
公
的
年
金
受
給
の

有
無
に
よ
っ
て
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
住
民
課
（
�
�６３
 

３

８
０
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

行
政
相
談
は
、
毎
日
の
暮
ら
し

の
中
で
、
役
所
な
ど
が
行
っ
て
い

る
仕
事
に
つ
い
て
苦
情
や
意
見
・

要
望
の
あ
る
場
合
、
皆
さ
ん
と
役

所
な
ど
の
間
に
た
っ
て
公
平
・
中

立
な
立
場
か
ら
必
要
な
あ
っ
せ
ん

を
行
い
、
皆
さ
ん
の
声
を
行
政
運

営
の
改
善
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。

　
　

月　

日
か
ら　

日
は
「
秋
の

１０

１８

２４

行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　

町
で
は
、　

月　

日
（
月
）
に

１０

１８

心
配
ご
と
相
談
、
人
権
相
談
、
行

政
相
談
の
合
同
相
談
を
、
日
高
町

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階
会

議
室
で
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

相
談
員
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
・
副
会
長
、
民
生
児
童
委
員
、

人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委
員
、

弁
護
士
、
法
務
局
係
員
の
方
々
で

す
。

　

詳
し
く
は
、
日
高
町
社
会
福
祉

協
議
会
（
�
�６３
 

２
７
５
１
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

児童手当関係届出、手続き一覧
届出の種類届出を必要とするとき

認定請求書新たに受給資格が生じたとき

現況届毎年 6月（すべての受給者）

受給事由消滅届、認定請求書他の市区町村に住所が変わったとき

額改定認定請求書出生などにより支給対象となる児童が増えたとき

額改定届年齢要件などにより支給対象となる児童が減ったとき

受給事由消滅届
年齢要件などにより支給対象となる児童がいなく
なったとき

受給事由消滅届
法附則第6条給付又は法附則第8条給付の受給者が
退職したとき

受給事由消滅届、認定請求書受給者が公務員になったとき

住所変更届同じ市区町村の中で住所が変わったとき

住所変更届養育している児童の住所が変わったとき

氏名変更届受給者又は養育している児童の名前が変わったとき

児

童

扶

養

手

当

児　

童　

手　

当

特
別
児
童
扶
養
手
当

合
同
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
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国
土
利
用
計
画
法
に
よ
り
、
土

地
の
売
買
な
ど
の
取
引
を
し
た
時

は
、
買
主
は
契
約
締
結
後
２
週
間

以
内
に
、
土
地
の
利
用
目
的
や
取

引
価
格
等
を
書
い
た
土
地
売
買
等

届
出
書
を
、
役
場
を
通
じ
て
知
事

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

日
高
町
で
は
、
１
万
平
方
�
以

上
の
土
地
の
取
引
に
つ
い
て
届
出

が
必
要
で
す
。
１
筆
の
面
積
が
１

万
平
方
�
以
上
の
取
引
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
１
筆
の
面
積
が
１
万

平
方
�
に
満
た
な
く
て
も
、
複
数

の
筆
の
面
積
を
合
算
す
る
と
１
万

平
方
�
以
上
の
ひ
と
ま
と
ま
り
の

土
地
に
な
る
場
合
や
、
以
前
に
こ

の
届
出
を
行
っ
た
土
地
に
隣
接
し

て
新
た
に
土
地
を
買
い
た
す
場
合

な
ど
で
も
届
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
こ
の
届
出
を
し
な
か
っ

た
り
、
偽
り
の
届
出
を
す
る
と
罰

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

土
地
売
買
等
届
出
書
の
用
紙
は
、

企
画
財
政
課
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
同
課
（
�
�６３
 

３

８
０
３
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
敬
老
の
日
を
お
祝
い

し
て
９
月
９
日
（
木
）
日
高
町
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、　

歳
７０

以
上
の
高
齢
者
の
方
を
ご
招
待
し

敬
老
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

敬
老
会
式
典
で
は
、
長
年
老
人

福
祉
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
、
町

長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
慰
安
会
で
は
、「
哀
愁

海
峡
」
で
有
名
な
歌
手
、
扇
ひ
ろ

子
さ
ん
ら
を
迎
え
、
歌
謡
シ
ョ
ー

な
ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
送
迎
バ
ス
を
運
行
い

た
し
ま
す
の
で
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
、
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ

い
。
一
般
の
方
々
の
ご
入
場
も
で

き
ま
す
の
で
、
楽
し
い
１
日
を
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
住
民
課
（
�
�６３
 

３

８
０
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

下
水
道
の
使
用
料
は
、
専
用
住

宅
に
お
い
て
は
、
基
本
料
金
と
家

族
数
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
人
数
割

料
金
を
合
わ
せ
た
額
が
月
額
の
使

用
料
と
な
り
ま
す
。

　

転
入
、
転
出
、
出
生
、
死
亡
等

に
よ
り
家
族
数
に
変
更
が
あ
る
場

合
は
、
上
下
水
道
課
で
使
用
料
の

変
更
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
使
用
者
の
変
更
や
、
使

用
を
一
時
休
止
又
は
再
開
さ
れ
る

場
合
は
事
前
に
届
出
が
必
要
で
す
。

届
出
が
な
い
場
合
は
継
続
し
て
料

金
を
請
求
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
上
下
水
道
課
（
�

�６３
 

３
８
０
５
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
度
に
つ
き
ま
し
て
も

１６

例
年
に
引
き
続
き
浄
化
槽
設
置
整

備
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

本
年
度
中
（
平
成　

年
３
月
末
ま

１７

で
）
に
浄
化
槽
の
設
置
を
予
定
し

て
い
る
方
は
、
予
算
の
都
合
上
平

成　

年　

月　

日
ま
で
に
上
下
水

１６

１１

３０

道
課
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
集
合
型
地
域
（
阿
尾
・
産

湯
・
比

井
・
小

浦
・
荊

木
・
萩

原
・
高
家
・
谷
口
・
下
志
賀
・
小

池
）
に
お
住
ま
い
の
方
は
こ
の
制

度
が
適
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
右
記
の
地
域
内
に
お
い

て
も
一
部
対
象
と
な
る
家
屋
も
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
上
下

水
道
課
（
�
�６３
 

３
８
０
５
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

人
槽　
　
　
　
　

限
度
額

５
人
槽　
　
　
　
　

３
５
４
千
円

６
〜
７
人
槽　
　
　

４
１
１
千
円

８
〜　

人
槽　
　
　

５
１
９
千
円

１０

　

〜　

人
槽　
　
　

８
２
７
千
円

１１

２０

　

〜　

人
槽　
  
１
、２
８
５
千
円

２１

３０

　

〜　

人
槽　
  
１
、６
６
５
千
円

３１

５０

　

紀
勢
本
線
活
性
化
促
進
協
議
会

は
、
紀
勢
本
線
に
関
連
す
る
地
域

が
一
体
と
な
り
、
産
業
や
観
光
な

ど
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
と
い
う

観
点
か
ら
、
本
県
の
幹
線
鉄
道
で

あ
る
紀
勢
本
線
の
よ
り
一
層
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
、
高
野
・
熊
野
が
７
月
１

日
に
日
本
で　

番
目
の
世
界
遺
産

１２

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機

に
、
身
近
に
あ
る
世
界
遺
産
を
旅

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

登
録
遺
産
が
あ
る
各
地
は
、
日

本
だ
け
で
は
な
く
世
界
か
ら
も
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
電
車
を
利
用
す
れ

ば
、「
渋
滞
な
し
」「
排
気
ガ
ス
な

し
」「
疲
労
な
し
」
で
世
界
遺
産

を
満
喫
で
き
る
こ
と
「
間
違
い
な

し
！
」。世
界
遺
産
の
旅
に
は
是
非

と
も
、
電
車
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

土
地
の
取
引
に
は

届
出
が
必
要
で
す
!

土
地
の
取
引
に
は

土
地
の
取
引
に
は

届
出
が
必
要
で
す
!

届
出
が
必
要
で
す
!

国
土
利
用
計
画
法
に
よ
る

土
地
取
引
の
届
出
制
度

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

敬
老
会
９
月
９
日
開
催

下
水
道
使
用
料
金
に
つ

い
て

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
の

補
助
金
申
請
に
つ
い
て

世
界
遺
産
を

電
車
で
ゆ
こ
う

扇　ひろ子 さん
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今
年
４
月
に
、
日
高
町
教
育
委

員
会
が
中
央
公
民
館
１
階
に
「
学

社
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
」（
愛
称
「
ジ
ャ
ン
グ
ル
☆

ジ
ム
」）
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

特
技
な
ど
を
生
か
し
て
学
校
教

育
や
子
ど
も
の
た
め
の
社
会
教
育

を
支
援
し
て
く
れ
る
地
域
の
人
の

こ
と
で
す
。
学
校
で
は
手
話
や
戦

争
体
験
談
な
ど
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
と
し
て
、
公
民
館
で
は
、

囲
碁
や
ダ
ン
ス
な
ど
子
ど
も
教
室

等
の
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

子
ど
も
達
の
様
々
な
体
験
活
動
を

支
援
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
現
在

登
録
者
は
五
十
四
人
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
様
々
な
体
験
活

動
の
場
や
機
会
の
充
実
・
推
進
を

図
る
こ
と
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
に
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
毎
週
月

曜
日
午
前
中
駐
在
し
、
セ
ン
タ
ー

運
営
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
が
そ
の
運

営
に
つ
い
て
協
議
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。

☆
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
左
写
真
）

　

野
田
ち
代
、
上
田
百
代
、
武
内

香
織

☆
運
営
委
員
会
委
員

・
子
ど
も
情
報
紙
の
発
行

・
公
民
館
子
ど
も
教
室
の
運
営

・
図
書
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

・
学
校
や
公
民
館
お
な
は
し
の
会

　

の
運
営

・
そ
の
他
、
公
民
館
、
学
校
、
教

　

育
委
員
会
と
の
連
携

　

な
お
、
本
運
営
委
員
会
は
国
か

ら
の
委
託
「
地
域
子
ど
も
教
室
推

進
事
業
」
を
受
け
て
実
施
し
て
い

ま
す
。

  　

家
庭
以
外
の
子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
、
地
域
で
子
ど
も
を
育
て

る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
お
力
に

な
っ
て
く
だ
さ
る
方
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
登
録
し
ま
せ
ん
か
？　

お

気
軽
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
（
�
�６３
 

３
８
１
２
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　　

教
育
委
員
会
主
催
の
青
少
年
自

然
体
験
事
業
自
然
観
察
『
ア
サ
ギ

マ
ダ
ラ
１
、
５
０
０
㎞
の
旅
』
を

　

月　

日（
土
）に
西
山
ピ
ク
ニ
ッ

１０

１６

ク
緑
地
周
辺
で
行
い
ま
す
。
対
象

は
町
内
小
学
４
〜
６
年
生
で
す
。

　

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
と
い
う
蝶
は
、

渡
り
鳥
の
よ
う
に
春
か
ら
夏
に
か

け
て
北
上
し
、
夏
か
ら
秋
に
か
け

て
南
下
し
始
め
、
沖
縄
や
、
遠
く

は
台
湾
へ
と
渡
っ
て
い
き
ま
す
。

移
動
距
離
は
１
、
０
０
０
㎞
以
上

に
も
及
び
、
一
生
懸
命
に
生
き
る

そ
の
小
さ
な
姿
は
大
き
な
感
動
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

西
山
は
、
四
国
へ
渡
る
前
の
休

憩
地
と
し
て
、
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
を

調
査
さ
れ
て
い
る
方
々
の
間
で
と

て
も
有
名
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地

理
的
な
条
件
の
ほ
か
、
西
山
に
は

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
が
好
む
ヒ
ヨ
ド
リ

バ
ナ
や
ア
ザ
ミ
と
い
っ
た
花
が
山

頂
付
近
に
多
く
見
ら
れ
、
こ
う

い
っ
た
自
然
環
境
の
良
さ
も
、
ア

サ
ギ
マ
ダ
ラ
が
数
多
く
飛
来
す
る

理
由
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
で
は
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
生

態
に
つ
い
て
学
習
し
た
後
、
実
際

に
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
を
捕
獲
・
マ
ー

キ
ン
グ
し
ま
す
。
子
ど
も
達
に
生

き
物
へ
の
興
味
を
持
た
せ
る
と
と

も
に
、
日
高
町
の
自
然
環
境
の
素

晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
、
今
年
が
４
回
目
の
実

施
と
な
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、

後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
た

く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
（
�
�６３
 

３
８
１
２
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
体
験
活
動
等
の
推
進
へ

学
社
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

学
社
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は

セ
ン
タ
ー
設
置
の

目
的
は

主
な
事
業
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

小
さ
い
体
に

 
大
き
な
希
望

  
「
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
」

    
観
察
会

学校おはなしの会（志賀小にて）

委

員

長

副
委
員
長

会

計

監

事

事

務

局

委

員

田

村　

健

中

野　

壽

白

木

雅

昭

東

田

博

之

北　

垣　

美
穂
子

上

田

百

代

川

端

浩

次

井

阪

晃

三

榮　

茂

美

比　

嘉　

ひ
と
み

野

田

ち

代

武

内

香

織

（
敬
称
略
）
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『
健
康
日
高　

』の
今
年
度
の
重

２１

点
事
業
は
、
栄
養
・
食
生
活
「
色
・

い
ろ
い
ろ
食
べ
て
健
康
に
！
」
で

す
。
そ
の
中
で
、
自
分
で
自
分
の

健
康
を
守
り
、
健
全
で
豊
か
な
食

生
活
を
送
る
た
め
の
能
力
（
自
己

管
理
能
力
）
を
育
て
よ
う
と
す
る

「
食
育
」
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
子
ど
も
に
朝
食
を

作
っ
て
あ
げ
て
い
ま
す
か
？
一
日

に
一
回
は
家
族
み
ん
な
で
食
事
を

し
て
い
ま
す
か
？
大
人
の
都
合
で

食
事
時
間
や
就
寝
時
間
が
深
夜
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

今
、
子
ど
も
た
ち
に
生
活
習
慣

病
予
備
群
と
い
え
る
、
肥
満
、
糖

尿
病
や
貧
血
な
ど
が
増
え
て
い
ま

す
。
そ
の
原
因
の
主
な
も
の
が
、

大
人
の
手
抜
き
に
よ
る
、
子
ど
も

の
食
生
活
の
乱
れ
な
の
で
す
。

　

子
ど
も
の
健
康
と
よ
い
食
生
活

の
た
め
に
、
毎
日
少
し
だ
け
で
も
、

子
ど
も
と
一
緒
に
過
ご
す
時
間
を

増
や
し
ま
し
ょ
う
。
親
子
で
食
事

の
買
い
物
、
家
族
そ
ろ
っ
て
会
話

を
楽
し
む
食
事
、
休
日
に
は
料
理

を
楽
し
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
大
切

な
こ
と
で
す
。

　

家
族
み
ん
な
の
健
康
な
か
ら
だ

と
、
豊
か
な
心
を
つ
く
る
食
生
活

を
見
直
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の　

年
ほ
ど
の
間
に
、
子
ど

５０

も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
化
し
、
お
金
さ
え
あ
れ
ば
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
好
き
な
食
べ
物

を
買
っ
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

好
き
な
も
の
ば
か
り
食
べ
て
い
た

の
で
は
、
自
分
の
か
ら
だ
を
守
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
食
育
と
は
、

望
ま
し
い
食
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
能
力
（
５
つ
の
力
）
を
幼

児
期
に
身
に
つ
け
さ
せ
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。　

か
ら
だ
に
必
要
な
も
の
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る

・
買
物
に
行
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な

食
材
を
覚
え
よ
う

・
主
食
、
主
菜
、
副
菜
、
汁
物
、

果
物
・
牛
乳
で
５
つ
の
う
つ
わ

を
そ
ろ
え
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食

べ
よ
う

食
べ
物
の
お
い
し
さ
が
わ
か
る

・
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
食
べ
て　

　

「
お
い
し
い
味
」
を
覚
え
よ
う

・
季
節（
旬
）の
食
べ
物
を
知
ろ
う

自
分
で
料
理
を
作
る

・
家
の
人
と
一
緒
に
料
理
を
作
っ

　

て
み
よ
う

・
食
事
の
用
意
や
後
片
づ
け
も
し

　

て
み
よ
う

太
り
す
ぎ
、
や
せ
す
ぎ
、
む
し
歯

に
注
意

・
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
よ
う

・
朝
・
昼
・
夕
食
を
し
っ
か
り
と

ろ
う

・
食
後
は
歯
み
が
き
を
忘
れ
ず
に

・
よ
く
運
動
、
ぐ
っ
す
り
睡
眠

食
べ
物
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
も

つ・
い
の
ち
を
食
べ
て
い
る
こ
と
を

　

知
っ
て
、
感
謝
の
気
持
ち
を
も

　

と
う

・
郷
土
食
や
家
の
行
事
食
を
知
ろ

　

う
（
お
家
の
人
に
、
お
正
月
や

　

お
祭
り
の
時
の
料
理
や
話
を
聞

　

こ
う
）

〇
子
ど
も
の
頃
か
ら
、
主
食
・
主

　

菜
・
副
菜
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
食

　

べ
る
。

〇
食
材
に
５
色
（
白
・
黒
・
赤
・

　

黄
・
緑
）
を
取
り
入
れ
る
。

〇
薄
味
に
心
が
け
る
。

〇
季
節
（
旬
）
の
も
の
を
食
べ
る
。

〇
地
元
で
と
れ
た
も
の（
地
場
産
）

　

を
も
っ
と
食
べ
る
。

〇
朝
食
を
食
べ
る
。

〇
食
生
活
に
つ
い
て
勉
強
す
る
。

〇
子
ど
も
の
頃
か
ら
料
理
を
さ
せ

　

て
み
る
。
し
て
み
る
。

〇
毎
日
、
体
重
を
測
る
。

【
日
時
】

　
　
　

月　

日
（
日
）

１０

２４

【
場
所
】

　
　

日
高
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

　
　

タ
ー
・
中
央
公
民
館

【
内
容
】

　

・
食
育
に
つ
い
て
の
講
演　
　

　

・
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　

・
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
鰹
節
削
り

　
　

体
験
・
試
食
・
郷
土
料
理
の

　
　

紹
介
）

　

・
展
示
コ
ー
ナ
ー

・『
自
分
の
適
正
体
重
を
知
ろ

う
』
コ
ー
ナ
ー
（
身
長
・
体

重
・
体
脂
肪
測
定
）

・『
あ
な
た
の
食
事
バ
ラ
ン
ス
・

カ
ロ
リ
ー
診
断
し
ま
す
』

コ
ー
ナ
ー
（
栄
養
士
に
よ
る

食
事
指
導
）

・
焼
肉
の
試
食　
　

等

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
保
健
衛
生
課
（
�

�６３
 

３
８
０
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

☆「
食
育
」で
５
つ
の
力
を

身
に
つ
け
よ
う
！

☆
食
育
と
は
・
・
・

☆
食
育
展
・
食
育
講
演
会

の
ご
案
内

☆
行
動
目
標

み
ん
な
で
進
め
よ
う
健
康
日
高　
21

色
・
い
ろ
い
ろ
食
べ
て
健
康
に
！

食べ物をえらぶ力食べ物をえらぶ力

味がわかる力味がわかる力料理ができる力料理ができる力自分のからだを自分のからだを
大事にできる力大事にできる力

食べ物のいのちを食べ物のいのちを
感じる力感じる力
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平
成　

年
度
よ
り
町
で
は
禁
煙

１３

対
策
と
し
て
、
た
ば
こ
を
や
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
を
対
象
に
健

康
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

☆
禁
煙
の
健
康
教
室
の
目

的
は
？

　

た
ば
こ
を
吸
え
ば
、
肺
が
ん
の

死
亡
率
は
４.
５
倍
に
、
心
臓
病
の

死
亡
率
は
１.
７
倍
に
も
な
り
ま

す
。
ま
た
、
副
流
煙
に
よ
る
受
動

喫
煙
の
問
題
。
た
ば
こ
の
火
の
つ

い
た
部
分
か
ら
で
る
煙（
＝
副
流

煙
。
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
吸
わ

れ
る
煙
は
主
流
煙
）
を
た
ば
こ
の

吸
わ
な
い
人
が
吸
っ
て
し
ま
う
こ

と
で
す
。
副
流
煙
に
は
、
主
流
煙

を
は
る
か
に
上
回
る
２
〜
４
倍
の

量
の
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
副
流
煙
は
、
異
物
に
対
す
る

抵
抗
力
の
弱
い
乳
幼
児
に
も
、
妊

婦
に
も
、
喫
煙
を
禁
じ
ら
れ
て
い

る
は
ず
の
未
成
年
に
も
お
そ
い
か

か
り
ま
す
。

　

国
の
調
査
に
よ
る
と
喫
煙
者
の

　

％
が
「
や
め
た
い
」
と
考
え
て

２７

お
り
、「
本
数
を
減
ら
し
た
い
」

と
考
え
る
人
を
含
め
た
禁
煙
希
望

者
の
割
合
は　

％
と
、
多
く
の
人

６４

が
た
ば
こ
を
や
め
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
な
か
な
か
や

め
ら
れ
な
い
の
は
、
喫
煙
者
は
、

ニ
コ
チ
ン
依
存
（
中
毒
）
に
陥
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
毎
日

た
ば
こ
を
吸
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
常
習
慣
化
し
、
そ
の
た
め
心
理

的
に
た
ば
こ
に
依
存
し
て
し
ま
う

こ
と
も
た
ば
こ
を
や
め
に
く
く
し

て
い
る
大
き
な
原
因
で
す
。

　

健
康
教
室
は
、
町
保
健
師
が
個

人
別
に
あ
な
た
の
禁
煙
の
お
手
伝

い
を
す
る
こ
と
で
、
禁
煙
を
成
功

さ
せ
る
も
の
で
す
。

☆
ど
ん
な
人
が
対
象
に
な

る
の
？

　

た
ば
こ
を
や
め
て
健
康
的
な
生

活
を
し
た
い
と
望
ん
で
い
る
方
で
す
。

　

た
ば
こ
を
や
め
た
い
の
に
な
か

な
か
や
め
ら
れ
な
い
方
や
、
こ
れ

ま
で
に
や
め
よ
う
と
し
た
が
、
う

ま
く
い
か
な
か
っ
た
方
が
、
ま
さ

に
健
康
教
室
を
受
け
る
の
に
ふ
さ

わ
し
い
方
で
す
。

☆
何
を
す
る
の
？

　

あ
な
た
と
保
健
師
で
、
あ
な
た

の
暮
ら
し
の
中
で
で
き
る
禁
煙
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
ま
す
。
禁
煙

を
始
め
る
日
は
あ
な
た
が
決
め
ま

す
。

　

あ
な
た
と
保
健
師
が
１
対
１
と

な
っ
て
面
接
や
電
話
に
よ
り
、
ま

た
、
教
室
参
加
者
と
の
集
い
に
よ

り
禁
煙
の
お
手
伝
い
を
致
し
ま
す
。

禁
煙
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
い
る

間
、
あ
な
た
を
応
援
し
、
疑
問
に

答
え
、
少
し
で
も
楽
に
禁
煙
で
き

る
方
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

ニ
コ
チ
ン
依
存
度
の
高
い
方
へ
…

◆
◆
ニ
コ
チ
ン
代
替
療
法
◆
◆

　

禁
煙
開
始
に
よ
る
ニ
コ
チ
ン
欠

乏
に
よ
り
出
現
す
る
離
脱
症
状

（
た
ば
こ
が
吸
い
た
い
、イ
ラ
イ
ラ

な
ど
）
に
対
し
て
、
ニ
コ
チ
ン
を

た
ば
こ
以
外
の
方
法
で
補
給
し
、

禁
煙
を
助
け
る
く
す
り
が
発
売
さ

れ
て
い
ま
す
。
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
と

ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ（
皮
膚
貼
付
薬
）

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
ニ
コ
チ

ン
依
存
が
強
い
方
は
、
試
し
て
み

る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

☆
ど
の
く
ら
い
続
け
る

の
？

　

禁
煙
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
お
お
よ
そ

３
ヶ
月
で
す
。
あ
な
た
の
予
定
に

合
わ
せ
て
、
３
ヶ
月
間
に
２
〜
６

回
役
場
に
来
て
い
た
だ
く
か
（
面

接
）、電
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

☆
費
用
は
？

　

費
用
は
無
料
で
す
。

　

教
室
の
詳
し
い
日
程
は
未
定
で

す
が
、
教
室
の
開
催
は　

月
頃
を

１０

予
定
し
て
い
ま
す
。
応
募
者
多
数

の
場
合
に
は
、
ご
遠
慮
い
た
だ
く

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
目

に
ご
応
募
下
さ
い
。

　

詳
細
・
申
込
み
に
つ
い
て
は
、

保
健
衛
生
課
（
�
�６３
 

３
８
０
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

た
ば
こ
を
や
め
て

　
　
　
　

み
ま
せ
ん
か
？

〜
健
康
教
室
参
加
の
お
誘
い
〜

防
煙
・
分
煙
・
禁
煙
で

み
ん
な
さ
わ
や
か
に
！

ニコチン依存度をチェックしてみよう
0 点61 分後

あなたは、朝目覚めてから何分くらいで最
初のたばこを吸いますか？

1
1点31～ 60分
2点06～ 30分
3点05分以内

0点いいえあなたは、禁煙が禁じられている場所、例え
ば図書館、映画館などで、タバコを吸うのを
がまんすることが難しいと感じますか？

2
1点はい

0点下記以外あなたは、１日のなかでどの時間帯のタバコ
をやめるのに最も未練が残りますか？

3
1点朝起きたときの目覚めの 1本
0点10本以下

あなたは、１日何本吸いますか？4
1点11～ 20本
2点21～ 30本
3点31本以上
0点いいえあなたは、目覚めてから 2～ 3時間以内の方がそ

の後の時間帯よりも頻繁にタバコを吸いますか？
5

1点はい
0点いいえあなたは、病気でほとんど 1日中寝ている

時でも、タバコを吸いますか？
6

1点はい

ニコチン依存度合計点

低　 い0 ～ 02 点

ふ つ う3 ～ 06 点

高　 い7 ～ 10 点 点

合計点
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日
高
広
域
消
防
の
救
急
車
が
平

成　

年
、
１
年
間
に
出
動
し
た
件

１５
数
は
２
、１
６
０
件
。日
高
町
で
は
、

２
６
７
件
の
出
動
で
２
５
２
人
の

方
が
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
齢
別
搬
送
状
況
に
お
い
て
も

高
齢
化
と
傷
病
率
の
上
昇
が
、
救

急
車
の
出
動
機
会
を
増
や
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

覚
え
て
お
き
た
い
の
は
、
救
急

事
故
の
発
生
時
、
居
合
わ
せ
た
人

が
直
ち
に
適
切
な
応
急
手
当
を
行

え
ば
、
傷
病
者
の
命
が
助
か
る
確

率
は
高
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

呼
吸
と
脈
拍
が
停
止
し
て
４
〜

５
分
間
放
置
さ
れ
た
だ
け
で
も
、

傷
病
者
は
酸
欠
に
よ
っ
て
脳
死
の

危
機
に
直
面
し
ま
す
。
し
か
し
、

救
急
車
が
現
場
に
駆
け
付
け
る
ま

で
広
域
消
防
管
内
で
は
、
平
均
約

　

分
か
か
り
ま
す
。
周
囲
に
家
族

１０や
通
行
人
が
い
な
が
ら
、「
ど
う
し

た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
」
と
か

「
動
か
さ
な
い
ほ
う
が
い
い
と

思
っ
た
」
な
ど
の
理
由
で
適
切
な

手
当
が
な
さ
れ
ず
、
救
命
の
チ
ャ

ン
ス
を
逃
が
し
て
し
ま
う
例
が
多

い
の
で
す
。

　

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
、
誰
も
が

応
急
手
当
に
関
す
る
正
し
い
知
識

と
技
術
を
身
に
つ
け
て
お
き
た
い

も
の
で
す
。

　

救
命
措
置
の
基
本
は
、「
心
肺
蘇

生
法
（
人
工
呼
吸
と
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
）」
で
す
。

　

心
臓
停
止
か
ら
約
３
分
で　

％
５０

が
死
亡
し
、
呼
吸
停
止
か
ら
約　
１０

分
で　

％
が
死
亡
す
る
と
言
わ
れ

５０

て
い
ま
す
。

　

現
在
、日
高
広
域
消
防
で
は「
救

え
る
命
は
救
い
た
い
」
を
合
い
言

葉
に
一
家
に
１
人
は
応
急
手
当
員

講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
中
の
資
格
取
得
者
は
、

１５

初
級
講
習
で
７
３
８
人
、
上
級
講

習
で　

人
で
す
。
皆
さ
ん
も
資
格

２２

取
得
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

詳
し
く
は
、
日
高
広
域
消
防
事

務
組
合
消
防
本
部
（
�
�６３
 

１
１
１

９
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
ら
、

冷
静
に
対
応
す
る
の
は
難
し
い
も

の
。
し
か
し
、
一
瞬
の
判
断
が
生

死
を
分
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

地
震
が
起
き
て
も
「
あ
わ
て
ず
、

落
ち
着
い
て
」
行
動
す
る
た
め
に
、

行
動
パ
タ
ー
ン
を
覚
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

 
自
宅
で
は 

料
理
中

○
大
き
な
揺
れ
の
と
き
は
、
揺
れ

が
お
さ
ま
っ
て
か
ら
火
を
消
す

よ
う
に
。
鍋
が
ひ
っ
く
り
返
っ

た
り
、
油
が
飛
び
散
る
な
ど
、

大
や
け
ど
を
負
う
危
険
性
も
あ

り
ま
す
。

寝
て
い
る
と
き

○
ふ
と
ん
や
ま
く
ら
で
頭
を
守
り
、

ベ
ッ
ド
の
下
な
ど
、
家
具
が
倒

れ
て
こ
な
い
と
こ
ろ
に
身
を
ふ

せ
ま
す
。

 
外
出
先
で
は 

デ
パ
ー
ト
・
ス
ー
パ
ー
に
い
る
と
き

○
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
転
倒
、
商
品

の
落
下
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
に
注

意
を
し
ま
し
ょ
う
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
中

○
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
と
き
、
天
井

な
ど
か
ら
無
理
に
脱
出
す
る
の

は
危
険
で
す
。
非
常
ボ
タ
ン
や

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
連
絡
を
と
り
、

救
出
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

地
下
街
に
い
る
と
き

○
も
し
火
災
が
発
生
し
た
ら
、
ハ

ン
カ
チ
な
ど
で
鼻
と
口
を
お
お

い
、
壁
づ
た
い
に
体
を
低
く
し

て
地
上
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

繁
華
街
に
い
る
と
き

○
ガ
ラ
ス
や
看
板
な
ど
の
落
下
物

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
手
荷
物

な
ど
で
頭
を
守
り
、
広
場
な
ど

へ
逃
げ
ま
し
ょ
う
。

住
宅
街
に
い
る
と
き

○
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石
壁
、
門
柱
か

ら
離
れ
ま
し
ょ
う
。
倒
壊
の
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。

車
の
運
転
中

○
車
を
離
れ
る
と
き
は
、
窓
を
閉

め
、
キ
ー
を
つ
け
た
ま
ま
で
。

緊
急
時
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
も

あ
る
の
で
、
ド
ア
ロ
ッ
ク
も
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

９
月
１
日
は

「
防
災
の
日
」

9
月
9
日
は
「
救
急
の
日
」

9
月
9
日
は
「
救
急
の
日
」

出
動
件
数
年
間
2
6
7
件

１１９番　　消防です。火事ですか？救急ですか？

通報者　　救急です。

１１９番　　あなたのお名前と住所を教えてください。

通報者　　名前は○○○○です。住所は日高町○○の

○○○番地です。

１１９番　　近くに目標になるものがありますか？

通報者　　隣が○○○です。

１１９番　　何がありましたか？

通報者　　祖母が急に倒れて、意識も呼吸もありませ

ん。家族の者が人工呼吸をしています。

１１９番　　分かりました。救急車をそちらに向かわせ

ます。

※電話を切ったら、分かりやすい場所に人を出して、
救急車の誘導をお願いします。

救急車を呼ぶときは１１９番
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�　

開
催
趣
旨

　

白
血
病
、
重
症
再
生
不
良
性
貧

血
等
の
疾
病
に
対
し
有
効
な
治
療

方
法
で
あ
る
骨
髄
移
植
に
関
し
、

平
日
は
都
合
に
よ
り
ド
ナ
ー
登
録

が
で
き
な
い
方
々
に
ド
ナ
ー
登
録

の
機
会
を
提
供
し
、
骨
髄
提
供
希

望
者
の
よ
り
一
層
の
確
保
に
努
め

る
た
め
休
日
の
ド
ナ
ー
登
録
会
を

実
施
し
ま
す
。

�　

日　
　

時

　

平
成　

年
９
月　

日
（
月
）

１６

２０

　
　
　

・　

：　

〜　

：　

１０

００

１２

００

　
　
　

・　

：　

〜　

：　

１３

００

１４

００

�　

場　
　

所

　

御
坊
市
民
文
化
会
館

�　

実
施
内
容

�　

事
前
予
約
受
付

　

８
月　

日
（
月
）
〜
９
月　

１６

１５

日
（
水
）
ま
で
の
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時　

分
の
間
、
予
約
の
電
話

３０

（
�
�22
 

３
４
８
１
）を
受
け
付
け

ま
す
。

�　

予
約
者
へ
の
理
解
確
認

　

予
約
の
際
に
は
、
年
齢
・
健

康
状
態
を
確
認
し
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
「
チ
ャ
ン
ス
」
を
未
所

有
者
に
送
付
し
、
登
録
意
志
を

再
確
認
し
ま
す
。

�　

当
日
の
受
付

　

事
前
予
約
者
を
原
則
と
し
ま

す
が
、
検
査
可
能
な
範
囲
で
当

日
来
た
方
の
受
付
も
行
い
ま
す
。

�　

当
日
の
運
営

　

①
受
付

　

②
諸
手
続
、
意
志
確
認

　

③
問
診
及
び
採
血

　

④
ド
ナ
ー
登
録
者
の
採
血
・
検

　
　

体
の
運
搬

　

詳
し
く
は
、
御
坊
保
健
所
健

康
推
進
課
（
�
�22
 

３
４
８
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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ド
ナ
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登
録
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平成17年度　県立田辺高等技術専門校生徒募集案内

10月選考
　◎自動車工学科　（定員 15名　高卒以上 2年課程）
　　〔受験対象者〕高等学校卒業（見込）者以上（30才以下）
　◎OA経理科　（定員 20名　高卒者等 1年課程）
　　〔受験対象者〕高等学校卒業（見込）者又は 18才以上
　　　　　　　　（30才以下）
　選　 考　 日　平成 16年 10月 29日�午前 9時 30分から
　願書受付期間　平成 16年 10月 1日�から 12日�まで

2月選考
　◎塑性工芸科　（定員 15名　中卒 2年課程）
　　〔受験対象者〕中学校卒業（見込）者以上（30才以下）
　選　 考　 日　平成 17年 2月 1日�午前 9時 30分から
　願書受付期間　平成 17年 1月 14日�から 25日�まで
　願書配布、受付場所　県立田辺高等技術専門校又は公共職業

安定所
　選 考 場 所　県立田辺高等技術専門校

体験入校の実施
　日　　　　時　9月 11日�午前 9時から 12時まで
　受 付 期 間　9月 1日から 8日まで

お問い合わせ先　県立田辺高等技術専門校
　　　　　　　　〒 646-0011　田辺市新庄町 1745-2
　　　　　　　　電話　0739-22-2259

平成16年度自衛官等募集案内
試験期日（場所）受付期間応募資格募集種目

（田辺市）1次 09月 29日9月27日迄
18歳以上
27歳未満の者

男
子2 等 陸・

海・空士
（3・4月要員）

高　
　
　
　

卒　
　
　
　

等

（大阪府和泉市）1次 09月 26 日
8月 2日
 ～9月8日

女
子

（田辺市）
（田辺市）

1次 09月 18日
2次 10月 12日

8月 2日
 ～9月8日

18歳以上
24歳未満の者

一般曹候補学生

（田辺市）
（田辺市）

1次 09月 18日
2次 10月 12日

8月 2日
 ～9月8日

18歳以上
27歳未満の者

曹 候 補 士

（田辺市）
（奈良県奈良市）
（別　示）

1次 09月 23日
2次10月16～21日
3次 11月 14日～ 12月 10日

8 月 2日
 ～9月8日

高卒（見込含）
21歳未満の者

航 空 学 生
（海上・航空）

（田辺市）
（兵庫県川西市）

1次 10月 17日
2次 11月 19・20 日

9月 10日
 ～10月1日

高卒（見込含）
24歳未満の者

看 護 学 生
（ 陸 上 ）

（和歌山市）
（埼玉県所沢市）

1次 11月 6・7日
2次 12月 8～ 10日

9月 10日
 ～10月1日

高卒（見込含）
21歳未満の者

防衛医科大学校
学 生

（和歌山市）
（兵庫県伊丹市）

1次 11月 13・14 日
2次12月14～17日

9月 10日
 ～10月1日

高卒（見込含）
21歳未満の者

防衛大学校
学 生

※：応募資格欄中の年齢は、平成 17年 4月 1日現在の年齢
を示します。
詳しくは、自衛隊御坊募集事務所（� 0738-23-0020）まで
お問い合わせ下さい。
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裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁判判判判判判判判判判員員員員員員員員員員制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度 ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ裁判員制度　Ｑ＆Ａ
裁
判
員
制
度
っ
て
な
に
？

　

国
民
の
み
な
さ
ん
に
裁
判
員
と
し
て
刑
事
裁
判
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
被
告
人
が
有
罪
か
ど
う

か
、
有
罪
の
場
合
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
か
を
裁
判
官
と
一
緒
に
決
め
て
も
ら
う
制
度
で
す
。

裁
判
員
制
度
は
い
つ
か
ら
始
ま
る
の
？

　

５
年
以
内
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
人
が
裁
判
員
に
な
る
の
？

　
　

歳
以
上
の
国
民
の
み
な
さ
ん
の
中
か
ら
、
抽
選
で
候
補
者
を
選
び
ま
す
。
実
際
に
裁
判
員
に

２０
な
る
の
は
、
こ
の
候
補
者
の
中
か
ら
、
事
件
ご
と
に
選
任
の
た
め
の
手
続
に
よ
り
選
ば
れ
た
人
た

ち
で
す
。

裁
判
員
に
な
る
こ
と
は
辞
退
で
き
な
い
の
？

　

広
く
国
民
の
み
な
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
の
で
、
基
本
的
に
辞
退
は
で
き
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
学
生
や　

歳
以
上
の
方
は
辞
退
で
き
ま
す
し
、
病
気
や
介
護
な

７０

ど
の
事
情
で
裁
判
所
に
来
る
こ
と
が
難
し
い
と
認
め
ら
れ
た
方
も
、
辞
退
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

裁
判
員
に
な
る
と
何
日
く
ら
い
裁
判
所
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
？

　

多
く
の
裁
判
は
、
数
日
間
で
終
わ
り
ま
す
。
裁
判
所
と
し
て
も
充
実
し
た
裁
判
を
行
い
、
国
民

の
み
な
さ
ん
の
負
担
を
軽
く
す
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

仕
事
は
休
め
る
の
？　

日
当
は
も
ら
え
る
の
？

　

裁
判
員
の
職
務
を
行
う
た
め
に
仕
事
を
休
ん
で
も
、
雇
用
主
は
不
利
益
な
扱
い
を
し
て
は
な
ら

な
い
と
、
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

裁
判
所
に
来
ら
れ
た
方
に
は
、
交
通
費
や
日
当
な
ど
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

平成１６年５月「裁判員の参加する刑事
裁判に関する法律」が成立しました。
※詳しくは、裁判所のホームページ
　http://www.courts.go.jp/
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